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新しい総合計画における地域別重点施策について 

 
○ 7 つの生活圏毎に地域別の重点施策を作成する  
○ 記載する項目  
 ①  現状・特性  
 ②  課題  
 ③  施策の展開方向  
 ④  重点施策  
○ １地域４ページ程度の記載とする  
○ 網羅的な施策の展開については部門別等の計画に委ね、地域毎に重点的に推

進が必要な施策のみを記載する  
 
〔参考〕 新しい総合計画と現計画の記載内容の比較  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新しい総合計画 

地域別重点施策 

（１地域４ページを想定）  

うつくしま２１ 

地域別構想 

（１地域９～１０ページ）  

現状・特性 

人口、産業構造等の主なデータや

自然的・社会的特性、発展可能性

等について記載  
（１頁 程 度 ）

現状・特性 

 同左  
 
 

（１頁 程 度 ）

課題 

 う つ く し ま ２ １ の 総 点 検 結 果 等

を踏まえて抽出  
（0.5 頁 程 度 ）

課題 

現状や特性を踏まえ、それぞ

れの地域課題を抽出  
（0.5 頁 程 度 ）

施策の展開方向 

 県全体の「めざす将来の姿」を共

有しながら、地域毎にその特性を

踏まえ、今後 5 年程度の期間に進

め る 大 き な 施 策 の 方 向 に つ い て

記載  
（0.5 頁 程 度 ）

地域の将来像 

 地域づくりの目標として、地

域の将来像を記載  

基本的発展方向 

 将来像の実現に向けた主な取

組の方向を記載  
（１頁 程 度 ）

地域別重点施策 

 施策の展開方向に沿って、重点的

に進める施策を記載  
（１頁 程 度 ）

主要な施策 

 特色ある施策や実施地区が特

定できる主要な事業を中心に

記載  
（５～６頁 程 度 ）

資料５ 
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地域別の現状・特性、課題の概要 

地 域 現状・特性 課  題 

県 北 ①本県の政治、行政、教育の中心

的役割 
②情報通信関連産業、電気機械関

連産業などの製造業の集積を有

し、製造品出荷額は県内の約

26％を占め、県中地域と並び本

県の工業を牽引 
③県内最大の果樹地帯があり、県

内の果実生産額の約 77％を占

める 
④東北中央自動車道の整備を進め

ることで、相双地域、日本海方

面との連携強化が期待される 

①新たな需要創出や市場規模の拡大が見込ま

れる産業の集積と地域資源活用型産業の活

性化の促進、製造現場の中核となる人材育成

②子育て支援策や保健・医療・福祉が相互に連

携したシステムの充実、地域コミュニティの

活力維持等少子高齢化社会への対応 
③交流人口の誘引方策の創出に向けた豊かな

地域資源の魅力の向上、内外への情報発信 
④果樹・野菜等の生産拡大や高品質化、他の産

業との連携や農畜産物の地域ブランド化の

推進、担い手の育成、確保 
⑤一体的な地域形成と広域連携強化のため、生

活交通の確保、高速交通を含めた道路網や情

報通信基盤などの社会基盤の整備 
県 中 ①医療福祉関連産業、半導体関連

産業、輸送用機械関連産業など

の高度技術産業が集積し、製造

品出荷額は県内の約 26％を占

める 
②農業生産は、米、野菜、畜産が

中心で本県生産額の約 25％を

占める 
③福島空港により北海道、西日本、

東アジアと直結、また、首都圏、

北陸地方、東北地方を結ぶ交通

の結節点 

①保健医療福祉体制の充実や中心市街地の活

性化、生活交通の確保など安全・安心に暮ら

せる社会の実現 
②高度技術産業の集積、振興と多様な就業機会

の確保、産業人材育成 
③農業分野での特色ある産地形成及び収益性

の高い農業経営の確立 
④福島空港の利用促進による「ヒトやモノ」の

交流拡大、道路網の整備等による広域観光の

推進 
⑤ 過疎・中山間地域における活力の向上を図

るため、地域特性に応じた事業展開 
⑥環境負荷の低減、自然環境に配慮した河川等

の整備、環境と共生する農業の推進 
県 南 ①首都圏と隣接する地理的優位性

②阿武隈川、久慈川の源流を有し、

美しく豊かな自然に恵まれる 
③半導体関連産業、輸送用機器関

連産業などの集積 
④高速交通網を生かした首都圏方

面への農業生産物の出荷 
⑤北関東との広域的な連携や交流

促進により交流・定住人口の増

加が見込まれる 

①高速交通体系へのアクセス網や幹線道路の

整備促進による首都圏と隣接する地域特性

を活かした振興 
②農林業や商工業における次代の担い手の確

保と質の高い産業人の育成 
③他地域との連携を促進し、広域観光や定住・

二地域居住、地域コミュニティの活性化 
④源流の里にふさわしい自然環境の保全 
⑤安全・安心に暮らせる地域の実現に必要な社

会基盤の整備の促進、食の安全性の確保、地

域医療の充実、次世代育成 
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地 域 現状・特性 課 題 

会 津 ①山岳、湖沼等の美しい自然に恵まれ

ている 
②中山間地域、特に山間部において

は、過疎化が進んでおり、高齢化が

先行。また、豪雪地帯 
③名高い歴史、文化を有し、頑固さと

人情深い気質 
④電子部品、機械加工などの工業集積

があるほか伝統的な産業が立地。ま

た、全国屈指の観光資源に恵まれ、

本県の観光・リゾートの中心的地域

⑤中央平坦部で稲作中心の農業が行

われ、会津産米は全国的に高い評価

⑥会津縦貫北道路、会津縦貫南道路の

整備促進により、首都圏との連携軸

の強化が期待される 

①地域資源の有効活用・発信と広域ネット

ワークの形成とアクセス機能の強化に

より、様々な主体の交流促進による地域

の活性化 
②過疎、高齢化が進展する小規模自治体、

地域コミュニティに対する広域的、専門

的な支援 
③産学連携、企業連携等を活用した高度な

部材産業、高度情報サービス産業、食品

関連産業等集積促進、伝統産業の振興 
④農商工連携、耕作放棄地の解消促進など

農林業振興 
⑤豊かな観光資源の活用、観光商品の開発

等による交流人口の拡大 
⑥過疎・中山間地域の医師確保と定着、産

婦人科、小児科等の医師確保 
⑦山林、農地の荒廃や異常気象等に起因す

る災害を防ぐ県土づくり 
⑧森林環境、水環境、文化と景観の保全 

南会津 ①急峻な山地に囲まれ寒暖の差が大

きく、全国屈指の豪雪地帯 
②特に山間部において過疎化が進行

し、県内でも少子高齢化が先行して

いる地域の一つ 
③祭や食、年中行事などの伝統文化を

継承していこうという意識が強い 
④雄大な自然環境、伝統文化、歴史的

景観などの多様な観光資源と農林

資源に恵まれ、観光関連産業及び農

林業が主要な産業 
⑤甲子道路の整備に伴い県南地域及

び北関東地方各県との交流促進が

期待される 

①地域の特性に応じた企業誘致と主要産

業である農林業の振興 
②交流人口の拡大による地域経済の活性

化 
③医療や保健福祉、教育、公共交通、情報

通信などの地域における各種サービス

の維持、整備 
④自然環境、歴史的景観などの地域資源の

継承 
⑤地域コミュニティの維持・活性化を図る

とともに、集落等の範囲を越えた連携の

仕組みの構築 
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地 域 現状・特性 課 題 

相 双 ①豊かな自然、様々な農畜産物・水

産物、多様な食文化に恵まれ、個

性豊かな伝統文化や J ヴィレッ

ジなどの地域資源を有す 
②機械、電子、精密等のメカトロニ

クス系産業をはじめ、幅広い業種

にわたり一定程度の集積 
③全国有数の電力供給地帯 
④農業生産は米、畜産、園芸作物が

中心で、阿武隈山間地域では特に

畜産が盛ん。良好な漁場を生かし

た水産業が盛ん 
⑤常磐自動車道、阿武隈東道路の整

備進展により首都圏等との多様

な交流の飛躍的な拡大が期待さ

れる 

①電源立地地域の特性や交通・輸送・物流基

盤を生かし、宮城県南部なども視野に入れ

た産業の集積と高度化の促進及び人材の

確保・育成 
②温暖な気候を生かした園芸産地の拡大や

環境と共生する農業の推進、水産業の振興

③農商工連携による地域産業の活性化、過

疎・中山間地域における特色ある地域資源

を生かした産業の振興 
④幹線交通網、相馬港などの社会基盤の整備

促進と防災体制の整備 
⑤地域医療体制の確保など保健・医療・福祉

サービスの充実 
⑥域内の相互連携を深め、豊かな自然、伝統

文化等の地域資源やスポーツ施設等の集

積を生かした交流人口の拡大 
いわき ①14 市町村が合併して誕生した広

域都市いわき市により構成 
②多彩な自然と歴史・文化を有する

とともに、恵まれた気象条件を有

する 
③開放的、大らかでさっぱりとした

気質や進取の気性 
④輸送用機械関連、化学関連などの

分野を中心に高い工業集積、水産

業では東北屈指の水揚げ、観光面

では集客力の高い施設が点在 
⑤広域で多様な連携・交流ネットワ

ークの要衝として、産業、観光、

文化など多元的な魅力のある地

域の形成に向けた発展が期待 

①各地区の地域資源を生かした個性ある地

域づくりと道路整備により各地区の機能

強化と連携を図り、魅力あふれる生活圏づ

くり 
②地理的優位性を生かした企業誘致による

雇用創出、研究開発力・技術力の強化によ

る活力ある産業の展開 
③安全・安心な農産物の生産、木材の安定供

給、つくり育てる漁業の推進などによる農

林水産業の振興 
④広域交通体系の整備充実や小名浜港の機

能高度化による県内外、海外との連携・交

流の促進 
⑤都市農村交流や定住・二地域居住の促進、

広域観光の振興など多様で活発な交流の

展開 
⑥子育て支援や地域コミュニティの再生な

ど人と人のつながる環境づくり、災害に強

い社会基盤の整備や地域医療・福祉サービ

スの維持・充実による安全・安心に暮らせ

る地域社会の形成 
 
 


